
　
平
成
2 4
年
10
月
に
酒
倉
地
区（
池
端
、
中
組
、茶

屋
）・
取
組
地
区（
取
組
第
4
）で
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
」が
確

認
さ
れ
、令
和
元
年
9
月
に
酒
倉
地
区（
雲
埋
北
）で

も
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
生
息

区
域
が
拡
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
に
毒
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、行

列
を
作
っ
て
大
量
に
家
屋
内
へ
侵
入
し
、台
所
の
食

べ
物
に
た
か
る
、
就
寝
中
に
肌
を
は
い
ま
わ
る
な
ど
、

人
に
対
し
て
不
快
感
を
与
え
る
ほ
か
、在
来
ア
リ
を

駆
逐
し
、
他
の
昆
虫
を
攻
撃
し
壊
滅
さ
せ
て
し
ま
う

た
め
、
在
来
ア
リ
・
昆
虫
に

依
存
し
て
い
た
植
物
・
動
物

な
ど
が
絶
滅
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
生
態
系
へ
の
被
害
、

農
作
物
へ
の
被
害
を
与
え
る

ア
リ
で
す
。

　
今
ま
で
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
侵
入

地
域
で
完
全
駆
除
に
成
功
し
た
例
は
あ
り
ま

せ
ん
。
根
本
的
な
駆
除
方
法
は
な
い
の
が
現

状
で
す
が
、
ア
リ
が
集
ま
り
や
す
い
環
境
を

な
く
す
こ
と
、
各
種
駆
除
剤
を
効
果
的
に
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
家
屋
内
へ
の
侵
入
は

か
な
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
で
見
ら
れ
る
在
来
の
ア
リ
は
1 0
数
種
類
ほ
ど

で
す
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
と
在
来
ア
リ
は
、
以
下
の

手
順
で
見
分
け
し
ま
す
。

　
坂
祝
町
で
は
、毎
年
度
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・

環
境
税
」
を
活
用
し
、
国
、
岐
阜
県
、
研
究
者
と

の
情
報
交
換
、
専
門
業
者
に
委
託
し
て
の
現
地

調
査
を
実
施
し
、
生
息
状
況
、
生
息
区
域
の
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
息
区
域
拡
大
防
止

の
た
め
、
防
除
計
画
範
囲
を
設
け
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
共
同（
一
斉
）防
除
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境

税
」を
活
用
し
、
専
門
業
者
に
委
託
し
て
現
地
調

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
町
と
町
民
の
皆
さ
ん

が
連
携
し
た
一
斉
防
除
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
令
和
2
年
4
月
20
日
か
ら
令
和
3
年
3
月
1
日
ま
で
の
間
、専

門
業
者
に
委
託
し
て
、生
息
状
況
、
生
息
区
域
の
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
現
地
調
査
で
判
明
し
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
生
息
状
況
、
生

息
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
木
曽
川
堤
防
沿
い
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
が
定
着
し
て
い
て
、
堤
防
、

河
川
敷
へ
の
拡
大
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
旧
国
道
21
号
沿
い
の
住
宅
地
、
工
場
地
、
町
道
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ

が
定
着
し
て
い
ま
す
。

◆
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
南
東
側
の
住
宅
地
、
町
道
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
自
動
車
工
場
北
側
、北
東
側
の
住
宅
地
、工
場
地
、町
道
で
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
ア
リ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、 定
着
と
拡
大
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
寿
後
川
南
側
の
墓
地
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

◆
寿
後
川
を
渡
る
橋（
町
道
72
号
線
2
号
橋
）付
近
で
ア
ル
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ン
チ
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ア
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し
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今
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と
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寿
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今
後
、
定
着
と
拡
大
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
生
息

が
確
認
さ
れ
た
酒
倉
地
区（
池

端
、
中
組
、
雲
埋
北
、
茶
屋
）・

取
組
地
区（
取
組
第
４
）で
防
除

計
画
範
囲
を
設
定
し
、
春
季
５

月（
女
王
と
な
る
幼
虫
の
発
生

期
）、夏
季
７
月（
新
女
王
の
産
卵

期
）、
秋
季
９
月（
発
生
期
）の
年

３
回
、町
と
町
民
の
皆
さ
ん
が
連

携
し
て
、ベ
イ
ト
剤（
餌
型
薬
剤
）

に
よ
る
一
斉
防
除
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、冬
季
２
月
に
町
道
、

県
道
に
お
い
て
、ベ
イ
ト
剤（
餌

型
薬
剤
）に
よ
る
防
除
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
一
斉
防
除
の
実
施
に
あ
た
っ

て
、町
民
：
３
４
８
世
帯
、ア
パ
ー

ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
：
18
棟
、
事
業

所
：
24
事
業
所
か
ら
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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